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今後の課題は五輪後の活用………………
知っておこう決算のポイント……………
平成30年度のお金の使い方は……………
８人の議員が町政をただす………………
たくさんのご意見をいただきました……
全国トップ１０の取組みを学ぶ…………
知りたい！聞きたい！……………………
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14年
ぶりの優勝！

14年
ぶりの優勝！

※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

　９月に行われた西村山中学校新人総合体育大
会で、西川中学校ソフトボール部が平成 17 年以
来 14年ぶり 2度目となる優勝を果たしました。
　部員は２年生９人だけですが、しっかり守り、
そつなく攻め、見事に優勝杯を手にしました。
おめでとうございます。
　初優勝の年に生まれた子どもたちが優勝する
というのも何かのご縁でしょうか。
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令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
12

日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

事
業
会
計
の
決
算
の
認
定
案
件
の
ほ
か
、
人
事
案
、

条
例
案
、
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
８
件
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
８
人
の
議
員
が
13
件
行
い
ま
し
た
。

令和元年
第 3 回
定 例 会

質
問
が
集
中

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
は
、
こ
れ
ま

で
議
会
で
も
早
期
建
設
を

促
し
て
い
た
カ
ヌ
ー

１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
コ
ー

ス
の
整
備
関
係
費
用
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
が
、

補
正
予
算
へ
の
提
出
の
経

緯
や
将
来
的
な
活
用
計
画

な
ど
に
つ
い
て
、
議
会
全

員
協
議
会
で
２
度
の
質
疑

を
行
い
、
本
会
議
で
は
出

席
議
員
全
員
が
２
時
間
に

わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
補
正
予
算
な
の
か

こ
れ
ほ
ど
の
大
き
な

事
業
を
当
初
予
算
で

な
く
補
正
予
算
に
計
上
す

る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

補
正
予
算
と
し
た
こ

と
は
反
省
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
急
な
話
で
は

な
く
全
体
的
な
施
設
の
整

備
、
配
置
の
計
画
は
以
前

か
ら
県
カ
ヌ
ー
協
会
と
協

議
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

月山湖カヌースプリント競技場1000mコース整備

補
助
金
や
外
部
か
ら

の
支
援
を
要
請
し
て
、

こ
こ
ま
で
遅
く
な
っ
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
町
有
施

設
整
備
基
金
（
町
の
貯
金

の
ひ
と
つ
）
を
取
り
崩
し

て
ま
で
事
業
を
急
ぐ
理
由

は
何
で
す
か
。

補
助
金
も
外
部
支
援

要
請
も
思
う
よ
う
な

結
果
が
得
ら
れ
ず
、
当
初

予
算
に
間
に
合
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

の
責
務
を
果
た
す
た
め
に

は
、
今
が
整
備
を
間
に
合

わ
せ
る
た
め
の
最
終
期
限

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
整
備
や
活
用
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
活
用

を
計
画
し
て
い
ま
す
か
。

ホ
ス
ト
国
の
モ
ル
ド

バ
の
選
手
た
ち
が
、

来
年
７
月
上
旬
に
２
週
間

ほ
ど
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い

ま
す
。
そ
の
た
め
６
月
の

う
ち
に
コ
ー
ス
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ス
の
維
持
費
用

や
付
帯
施
設
の
建
設

な
ど
、
今
後
の
財
源
の
確

保
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

艇
庫
な
ど
も
含
む
付

帯
施
設
は
規
模
に
よ

り
数
億
円
も
の
事
業
費
が

か
か
り
、
こ
れ
ら
の
建
設

は
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
使
用
の
負
担
金

な
ど
を
学
校
に
求
め
よ
う

と
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
も
含
め
る
意
味

合
い
で
、
現
在
は
県
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
議
会
が
監
視
を

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
ほ
か

に
も
大
会
誘
致
や
大
会
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
、観
光
面
へ

の
波
及
効
果
な
ど
を
質
問

し
ま
し
た
が
、紙
面
の
都

合
上
省
略
し
ま
す
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
会

議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
カ
ヌ
ー
協
会
の
会
長

は
西
川
町
長
で
す
。
今
後
、

計
画
に
沿
っ
て
カ
ヌ
ー
の

さ
ら
な
る
振
興
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
議
会
も
監
視
し

て
い
き
ま
す
。

問

問問

問

答

答答

答

第３回定例会に提出された議案と審議結果　
議案番号 件名と主な内容 議決結果

－

町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙（①～④は補充の順位）
委 員 当 選 者　古澤準一さん（海味）　　荒木一範さん（沼山）
　　　　　　　前田智子さん（睦合）　　岩本享子さん（岩根沢）
補充員当選者　①佐藤達郎さん（大井沢）　　②髙橋千鶴さん（吉川）
　　　　　　　③黒田啓さん（海味）　　　　④阿部あつ子さん（間沢）

議長の指名推選
（全員異議なし）

同意第5号 町教育委員会委員の任命　　近松和朗さん（水沢）
※任期満了に伴い引き続き任命するもの。 可決 全員賛成

議第33号 損害賠償の額の決定　　230 万円（全額保険金で補填）
※公共下水道管が異物で詰まり住宅１階の一部に汚水が流入し、損害が生じたもの。 可決 全員賛成

議第34号 町準用河川流水占用料等徴収条例の設定
※町が指定する準用河川の流水や土地の占用料及び産出物の採取料を制定するもの。 可決 全員賛成

議第35号 町印鑑条例の一部を改正する条例の制定
※住民票への旧氏の記載など住民基本台帳法施行令等の一部改正に伴うもの。 可決 全員賛成

議第36号
町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する
条例の一部を改正する条例の制定
※保育料無償化など子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施行に伴うもの。

可決 全員賛成

議第37号
( 欄外参照 )

元年度一般会計補正予算 ( 第 2 号 )

可決 全員賛成

４９億４５３４万５０００円（9377 万 2000 円追加）
総 務 費 健康管理システム改良委託                  　　　 44 万円
民 生 費 例規整備情報提供サービス手数料            　　 44 万円

農林水産業費
農業次世代人材投資事業費補助金            　　 75 万円
農業用ため池ハザードマップ作成業務委託    　 56 万円
顔の見える山形の木で家づくり推進事業補助金 20 万円

商 工 費

月山ふれあいカードＩＣ化事業補助金       　  　50 万円　　
国際観光誘客推進事業補助金       　　     　   57 万 6000 円
月山スキー場休日シャトルバス運行負担金   　 36 万円
観光情報パンフ等作成事業補助金            　　 33 万円

土 木 費
町営住宅修繕料                         　　　　　  150 万円
公共下水道事業特別会計繰出金　　       　   　184 万 3000 円

教 育 費

月山湖カヌースプリント競技場 1000m コース整備
設計監理委託                           　　　　638万7000 円
整備工事請負費                    　　　　  7920万円

（コンクリートアンカー設置、ワイヤーブイ加工、審判艇等製作ほか）

議第38号
元年度公共下水道業特別会計補正予算（第 1 号）

可決 全員賛成１億８２１６万２０００円（1843 万円追加）
施 設 費 処理場管理費に工事請負費を追加         　　  1843 万円

議第39号

元年度水道事業会計補正予算（第 1 号）

可決 全員賛成

２億１２１５万５０００円（225 万円追加）※収益的収支
委 託 料 等 漏水修理委託及び路面復旧              　　　    225 万円
１億　１６５万６０００円（255 万 3000 円追加）※資本的収支

工 事 請 負 費
小沼地内導水管布設替工事               　　　   147 万 3000 円
大井沢高区配水池配水流量計更新工事         　　75 万 4000 円
軽井沢配水池電気設備新設工事         　　    　  32 万 6000 円

今後の課題は
五輪後の活用

■債務負担行為（将来にわたる債務を負担する行為）の補正
　　令和２年度　月山湖カヌースプリント競技場整備（ワイヤー等設置工事）　3000 万円
■地方債の廃止
　　農村地域防災減災事業　1400 万円　　観光施設管理整備事業　3000 万円
■平成 30 年度各会計決算の認定は 4 ～ 9 ページを参照

▲ 平成２６年度日本カヌースプリントジュニア選手権大会の時の月山湖

2 ページ参照

ここに
  注目 !

ここにも
注目 !
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知っておこう決算のポイント 令和元年
第 3 回
定 例 会

平成 30 年度全会計決算を認定

一般会計
歳 入 の
ポイント

一般会計
歳 出 の
ポイント

町の財政を読み解くために覚えておきたい用語と数値

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計

の
10
会
計
に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
9
月
12
日
に
本
会
議
で
審
査
を
行
い
、
全
会
計

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
決
算
報
告
の
内
容
は
町
広
報

紙
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
に
し
か
わ
10
月
号
」
の
８
ペ
ー

ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
ま
で
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議

会
と
し
て
気
に
な
る
決
算
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
指
標
と
し
て
経

常
収
支
比
率
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
町
税
や
地
方
交

付
税
な
ど
の
経
常
的
な
一

般
財
源
に
対
し
、
人
件
費

な
ど
経
常
的
な
経
費
の
割

合
が
ど
れ
く
ら
い
か
を
示

す
も
の
で
す
。

　

こ
れ
が
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
に
近
い
ほ
ど
臨
時
の

財
政
需
要
に
対
す
る
余
裕

が
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　

西
川
町
の
経
常
収
支
比

率
は
95
・
３
パ
ー
セ
ン
ト

で
前
年
度
よ
り
４
・
５
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
、
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

①
適
正
な
事
務
事
業
執
行

　

こ
れ
ま
で
の
契
約
事
務

並
び
に
財
務
事
務
に
関
す

る
研
修
等
で
、
課
題
の
見

直
し
と
事
務
全
般
の
平
準

化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底

し
、
関
係
法
令
等
に
準
拠

し
た
適
正
な
財
務
事
務
の

執
行
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

経
常
的
な
経
費
が

一
般
会
計
歳
出
の

95
・
３
パ
ー
セ
ン
ト

今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

町
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
【
抜
粋
】

②
収
入
未
済

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、

２
７
０
万
円
に
の
ぼ
る
不

納
欠
損
の
処
理
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
町
税
の

収
入
未
済
額
が
さ
ら
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

適
正
な
納
税
等
に
よ
る

住
民
間
の
負
担
の
公
平
性

確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

③
一
般
会
計

　

歳
入
の
面
で
は
、
今
後

も
町
税
の
的
確
な
賦
課
、

徴
収
と
、
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
財
源
の
確

保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

歳
出
の
面
で
は
、
政
策

の
優
先
順
位
を
明
確
に
し

て
選
択
と
集
中
を
図
り
、

事
務
事
業
に
関
す
る
点
検

や
、
公
共
施
設
等
の
適
正

な
管
理
な
ど
、
行
政
経
費

の
節
減
・
効
率
化
に
一
層

努
め
て
く
だ
さ
い
。

④
病
院
事
業
会
計

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
が
２
億
９
０
０
０
万
円

で
し
た
。
町
内
唯
一
の
医

療
機
関
と
し
て
必
要
な
経

営
改
善
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手

立
て
を
検
討
し
、
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤
水
道
事
業
会
計

　

給
水
戸
数
・
人
口
が
減

少
す
る
中
、
今
後
も
計
画

的
な
積
立
て
を
行
う
な
ど

将
来
を
見
据
え
た
経
営
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

▲ 髙橋將監査委員から小川町長へ意見書を提出

■標準財政規模　　【西川町は 30 億 8158 万円】
　標準的な状況で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す指標で、標準税収入額等に普通交付税を加算した額

■実質公債費比率　【25％以内だと健全で、西川町は 9.1％】
　全会計における町の借金の返済額が標準財政規模に占める割合

■将来負担比率　　【350％以内だと健全で、西川町は 7.8％】
　将来、一般会計で負担すると想定される金額などが標準財政規模に占める割合

■財政力指数　　　【西川町は 0.244】
　財政力の強さ（自主財源の割合の高さ）を示す指標で、1 に近く、あるいは超えるほど財政に余裕がある。

■基金　　　　　　【西川町の財政調整基金残高は13 億 2760 万円】
　財産の維持や事業費の財源に充てるなど、特定の目的のために積み立てて準備している貯金
　※　西川町は上記の財政調整基金のほかにも、土地開発基金、減債基金（将来の借金返済に充てる
　　ための基金）などを有し、基金の残高の合計額は 32 億 6810 万円。

①町税全体で、前年度より 2283 万円の減
　※人口（納税者）の減少や収納率の低下などによる
②国庫支出金が前年度より1億 8500 万円の減
　※社会資本整備に係る交付金などの減による
③寄附金が前年度より1億 2400 万円の減
　※ふるさとづくり寄附金の大幅な減少などによる

　自主財源は町が自ら徴収する
財源で、依存財源は国や県など
から受け入れる財源や借金です。
財政運営の自主性や安定性には
自主財源の増加が望ましいので
すが、現実的には、人口減少な
どにより難しい状況にあります。
　ただし、地方交付税など依存
財源の中には一般財源（使途が
あらかじめ決まってない財源）
もあり、これにより財政の安定
化が図られています。

①教育費が 2 億 9520 万円の減
　※町民体育館整備の終了などによる
②土木費が 1億 6519 万円の減
　※町道補修等工事費の減などによる
③総務費が 1億 5135 万円の減
　※ふるさとづくり基金積立金の減などによる

自主財源（15 億 7251 万円）

依存財源（34 億 9335 万円）

町　税　　　7億 5385万円
繰入金　　　4億 4829万円
繰越金　　　1億 4744万円
使用料・手数料　 6960万円
その他　　　1億 5333万円

地方交付税 24億  975万円
町　債　　　4億 2310万円
国庫支出金  2億 5317万円
県支出金    2億 3043万円
各種交付金　1億 2171万円
地方譲与税　　　 5519万円

一般会計歳入の約７割は依存財源

歳入総額 50億6586万円

歳出総額 48億1670万円

自主財源
31.0%

依存財源
69.0%
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▲

紙
の
例
規
集
（
左
）
と

例
規
集
シ
ス
テ
ム

▲

植
林
さ
れ
た
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ

（
写
真
奥
の
町
道
へ
の 　

防
雪
対
策
効
果
は
？
）

▲

プ
レ
ゼ
ン
用
の
パ
ネ
ル
が
今

や
「
つ
い
た
て
」
が
わ
り
に

▲

た
く
さ
ん
の
本
が
並
ぶ

小
学
校
図
書
館

▲

福
祉
バ
ス

▲

軽
ス
ポ
ー
ツ
出
前
教
室
の
様
子

▲

海
味
地
内
の
ご
み
集
積
所

▲

リ
フ
ト
の
整
備

▲

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で　

視
察
し
た
吉
川
地
内
の
園
地

▲

子
育
て
応
援
米
と
し
て
贈
ら
れ
る

「
月
山
ま
ん
ま
入
り 

は
え
ぬ
き
」

　

※
受
注
生
産
の
た
め
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
み
の
写
真
で
す
。　
　
　
　

　平成30年度の各会計決算の認定は、決算特別委員会（議長
と議選監査委員を除く８名で構成）での審査に付託されました。
　決算特別委員会は、９月２日から４日間にわたり各課の決算
説明を受け、質疑を行いました。その主な内容を紹介します。

保
守
委
託
料
が
高
額
で
は

例
規
集
（
町
の
条
例

や
規
則
を
ま
と
め
た

も
の
）
シ
ス
テ
ム
の
保
守

委
託
料
が
１
３
０
万
円
と

高
額
で
す
。
毎
月
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
が
必
要
な

の
で
す
か
。

10
年
以
上
前
か
ら
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
非

常
に
厚
い
冊
子
で
管
理
す

る
よ
り
経
費
は
削
減
さ
れ
、

効
率
も
上
が
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

防
雪
林
用
樹
木
を
購
入

県
の
施
設
で
あ
る
弓

張
平
公
園
内
に
植
え

る
防
雪
林
用
の
樹
木
を
町

が
購
入
し
た
の
は
な
ぜ
で

す
か
。
県
が
購
入
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

町
道
の
防
雪
対
策
と

し
て
植
林
を
行
う
こ

と
か
ら
、
町
道
の
管
理
者

で
あ
る
町
が
樹
木
（
ド
イ

ツ
ト
ウ
ヒ
）
を
購
入
し
た

も
の
で
す
。

　

植
林
の
作
業
は
県
が
行

い
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
今
後

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

が
実
現
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
の
取
組
み
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。ジ

オ
パ
ー
ク
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
、

認
定
が
非
常
に
厳
し
く
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、
月
山

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

は
月
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
と

移
行
し
、
今
後
は
月
山
エ

リ
ア
の
活
性
化
に
向
け
た

取
組
み
を
行
い
ま
す
。

図
書
購
入
１
５
０
万
円

小
学
校
図
書
館
の
昨

年
度
の
図
書
購
入
は

１
５
０
万
円
（
一
般
用
４

３
１
冊
、
子
ど
も
用
２
５

７
冊
）
で
し
た
。
こ
れ
は

一
般
的
に
多
い
の
で
す
か
。

少
な
い
の
で
す
か
。

小
学
校
図
書
館
は
町

立
図
書
館
機
能
も
有

し
て
い
る
の
で
単
純
な
比

較
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

他
の
学
校
図
書
館
よ
り
は

多
く
、
蔵
書
が
充
実
し
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

福
祉
バ
ス
の
稼
働
状
況
は

福
祉
バ
ス
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

福
祉
バ
ス
は
福
祉
５

団
体
（
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
身
体
障
が
い
者

福
祉
協
会
、
母
子
福
祉
会
、

遺
族
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
）
の
ほ
か
、
利
用
で
き

る
団
体
や
事
業
を
定
め
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
活
動
が
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

は
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

に
基
づ
き
町
の
規
則
に
よ

り
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
健
康
ま
つ
り
の

サ
ポ
ー
ト
や
軽
ス
ポ
ー
ツ

出
前
教
室
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動

の
あ
り
方
に
見
直
し
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
委
員

自
身
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

衛
生
組
合
活
動
の
今
後

衛
生
組
合
の
解
散
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
組
合
が
担
っ
て
い

た
業
務
は
、
今
後
は
誰
が

行
う
の
で
す
か
。

県
内
で
は
衛
生
組
合

を
置
か
な
い
自
治
体

も
増
え
て
い
ま
す
。
ご
み

集
積
所
の
管
理
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
地
元
地
域
の
み

な
さ
ん
に
お
願
い
し
、
粗

大
ご
み
収
集
の
と
り
ま
と

め
や
不
法
投
棄
の
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
は
町
が
担
当
し

ま
す
。

町
民
ス
キ
ー
場
の
今
後

町
民
ス
キ
ー
場
施
設

が
全
体
的
に
老
朽
化

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。施

設
改
修
は
そ
う
遠

く
な
い
う
ち
に
抜
本

的
な
対
策
を
実
施
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
場
用
地

の
賃
借
料
も
見
直
す
べ
き

時
期
に
来
て
お
り
、
然
る

べ
き
対
応
を
図
り
ま
す
。

全
体
的
な
検
討
が
必
要
と

い
う
認
識
で
い
ま
す
。

啓
翁
桜
１
億
円
の
見
通
し

啓
翁
桜
栽
培
を
１
億

円
産
業
へ
と
成
長
さ

せ
る
取
組
み
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

耕
地
の
拡
大
に
関
し

て
、
当
初
予
定
し
て

い
た
吉
川
地
内
の
園
地
の

条
件
が
厳
し
く
、
海
味
地

内
の
耕
作
放
棄
地
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
目
途
は
つ

い
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
や
Ｊ
Ａ
の
が
ん

ば
り
を
町
が
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
状
況
で
す
。

子
育
て
応
援
米
の
あ
り
方

子
育
て
応
援
米
の
受

取
り
を
拒
否
し
た
方

に
代
わ
り
の
品
物
を
贈
る

と
い
う
提
案
に
つ
い
て
何

か
検
討
を
し
ま
し
た
か
。

子
育
て
応
援
米
に
つ

い
て
は
子
育
て
支
援

と
い
う
福
祉
の
目
的
の
他

に
食
育
と
い
う
側
面
も
持

っ
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
、
代
わ
り
の

品
物
を
贈
る
と
い
う
こ
と

を
検
討
す
る
必
要
は
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答

平成30年度のお金の使い方は 決算
特別委員会

【 担当課説明 】

平成30年度会計

疑問を明らかに納得できるまで

※
９
月
30
日
の
衛
生
組
合
理
事
会

　

で
解
散
と
い
う
方
向
性
が
承
認

　

さ
れ
て
い
ま
す
。
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▲

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用

し
て
い
る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

（
歴
史
文
化
資
料
館
）

▲

栽
培
し
て
い
た
頃
の
ワ
サ
ビ
田

▲

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

▲

空
き
家
状
態
の
町
営
住
宅

（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

▲

月
山
湖
大
噴
水

▲

握
力
の
測
定

▲お知らせしたいことが3件だけ？
（9月27日のトップページから）

▲

町
内
唯
一
の
医
療
機
関

　９月11日、議場で決算特別委員会を開催し、平成30年度の
各会計決算の認定について、審議・採決を行いました。
　主な質疑の内容を紹介します。

本会議及び決算特別委員会における会計毎の決算認定状況

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
活
用

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が

町
内
全
域
に
延
長
９

万
８
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
起
業
に
結
び
つ

け
る
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の

活
用
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

整
備
当
時
は
利
活
用

の
モ
デ
ル
事
業
を
計

画
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
普
及
に
伴
い

国
の
利
活
用
の
計
画
も
あ

り
、
県
の
動
き
に
合
わ
せ

て
町
も
検
討
し
ま
す
。

ワ
サ
ビ
田
撤
去

土
地
利
用
を
先
行
し

て
事
業
を
進
め
た
結

果
、
そ
の
後
の
利
活
用
も

考
慮
さ
れ
ず
、
結
局
は
無

駄
な
投
資
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

大
井
沢
の
湧
き
水
を

活
用
し
て
何
か
特
産

物
を
、
と
い
う
視
点
で
実

施
し
た
事
業
で
し
た
。
継

続
す
る
た
め
の
費
用
の
問

題
や
災
害
の
影
響
も
あ
り
、

地
元
か
ら
撤
退
の
申
し
出

が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
関
係
委
託
料

シ
ス
テ
ム
関
係
の
委

託
経
費
が
、
特
別
会

計
を
含
め
る
と
１
億
円
を

超
え
ま
す
。
業
者
が
提
示

す
る
金
額
を
精
査
せ
ず
に

そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
後
は
、
近
隣
市
町

村
の
動
向
や
県
に
相

談
し
て
き
ち
ん
と
精
査
し

ま
す
。
同
時
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
シ
ス
テ
ム
の
使
用
頻

度
や
必
要
性
な
ど
も
検
証

し
、
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

町
営
住
宅
の
活
用
を

町
営
住
宅
や
定
住
促

進
住
宅
な
ど
に
入
居

希
望
が
な
く
て
も
、
そ
の

ま
ま
空
き
家
に
せ
ず
移
住

定
住
対
策
と
連
携
し
て
積

極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

住
宅
情
報
な
ど
も
移

住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
連
携
し
て
い
ま
す
が
、

積
極
的
な
連
携
と
な
っ
て

い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て

早
急
に
検
討
し
ま
す
。

大
噴
水
継
続
の
見
込
み
は

月
山
湖
大
噴
水
は
町

の
シ
ン
ボ
ル
的
施
設

で
す
。
今
後
の
継
続
の
見

込
み
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

平
成
15
年
度
に
１
億

円
以
上
か
け
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
毎
年
の
点

検
で
必
要
な
整
備
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で

は
こ
の
ま
ま
継
続
し
、
運

行
し
ま
す
。

運
動
効
果
の
数
値
化
は

介
護
予
防
教
室
な
ど

で
は
筋
力
等
の
運
動

効
果
を
数
値
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
化
は
行
な
っ
て
い

ま
す
か
。

専
門
の
運
動
療
法
士

に
よ
る
効
果
測
定
を

し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
ご

と
に
デ
ー
タ
を
測
定
し
、

詳
細
に
報
告
を
も
ら
い
、

本
人
に
も
連
絡
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ

の
見
え
る
化
は
重
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
見
直
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
古
い
情
報
が
残
っ
て
い

た
り
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン

も
含
め
最
新
版
に
改
め
て

は
ど
う
で
す
か
。

政
策
推
進
課
で
の
管

理
を
徹
底
し
、
職
員

研
修
を
実
施
し
て
早
急
に

内
容
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
Ｐ
Ｒ
と
い

う
点
で
は
、
観
光
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
役
割
分

担
も
検
討
し
ま
す
。

病
院
会
計
へ
の
繰
り
出
し

一
般
会
計
か
ら
町
立

病
院
事
業
会
計
へ
の

繰
り
出
し
金
が
３
億
円
を

超
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

今
後
の
あ
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
ま
す
か
。

２
億
７
千
万
円
を
目

途
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
町
内

の
唯
一
の
医
療
機
関
と
し

て
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、

病
床
数
の
減
も
含
め
対
応

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問

問

答答

答答

答答

答

答

決算
特別委員会

【 審 議・採 決 】

平成30年度会計

会　　　　　計
認定の状況

本　会　議 予算特別委員会
一　般　会　計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）

特 別 会 計

国民健康保険会計 認定（賛成多数）※ 認定（賛成多数）※
公共下水道事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
農業集落排水事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
寒河江ダム周辺施設管理事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
後期高齢者医療会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
介護保険会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
宅地造成事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）

企 業 会 計
病院事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
水道事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）

（※反対者：佐藤光康）

平成30年度のお金の使い方は
検討ばかりで前へ進むのか？
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総
務
省
の
決
定
に
基

づ
き
今
年
度
は
、
個

別
施
設
計
画
を
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

基
金
の
運
用

財
政
力
指
数
が
０
・

２
４
４
と
財
政
力
の

弱
い
当
町
に
と
っ
て
、
財

政
調
整
基
金
や
減
債
基
金

は
、
緊
急
対
策
や
起
債
償

還
、
年
度
間
財
施
調
整
に

必
要
な
基
金
で
す
。
こ
れ

ら
の
管
理
を
今
後
ど
う
し

ま
す
か
。

　

住
ん
で
い
た
い
夢
の
あ

る
町
づ
く
り
に
は
、
町
民

の
立
場
で
の
施
策
を
積
極

的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
人
材
は

も
と
よ
り
安
定
し
た
財
源

が
必
要
で
す
。
財
政
運
営

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

答

財
政
の
硬
直
化

財
政
指
標
は
概
ね
健

全
な
範
囲
に
あ
り
ま

す
が
、
経
常
収
支
比
率
が

95.

3
％
と
財
政
に
弾
力

性
が
な
く
硬
直
化
し
て
い

ま
す
。
義
務
的
経
費
の
人

件
費
や
公
債
費
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
に
計
画
・

執
行
し
ま
す
か
。

人
件
費
は
、
給
与
の

若
干
の
伸
び
に
加
え
、

働
き
方
改
革
な
ど
も
あ
り
、

令
和
２
年
度
か
ら
影
響
が

出
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
計
画
の
見

直
し
の
中
で
、
特
に
起
債

発
行
額
と
元
利
償
還
額
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
で
き

る
だ
け
公
債
費
を
減
ら
す

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

事
務
改
善

人
口
減
に
伴
い
職
員

数
を
削
減
し
て
い
ま

す
が
、
事
務
改
善
に
よ
り

業
務
の
見
直
し
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。業

務
の
見
直
し
は
、

担
当
課
で
は
な
か
な

か
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
町
の
重
要
事
業
や

重
点
課
題
に
特
化
し
て
見

直
し
を
行
う
こ
と
が
基
本

と
考
え
ま
す
。

　

事
務
改
善
は
、
３
～
５

年
後
の
具
体
的
な
方
針
を

打
ち
出
し
て
進
め
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理

平
成
28
年
度
策
定
の

「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
、
保
有
す

る
施
設
を
全
て
維
持
し
た

場
合
の
１
年
あ
た
り
の
整

備
費
が
14
億
６
千
万
円
と

の
試
算
が
あ
り
ま
す
。
今

後
の
計
画
は
。

問

問問

荒木　俊夫　議員

町長 安
定
し
た
財
政
運
営
を

答

健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
と
認
識

現
在
は
、
財
政
調
整

基
金
や
減
債
基
金
の

ほ
か
、
15
の
基
金
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
現
在
の
事

業
を
想
定
し
た
中
で
最
大

限
の
基
金
の
活
用
を
行
う

と
い
う
計
画
で
あ
り
、
特

定
目
的
の
基
金
の
増
額
と

活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

答

問

答

８
人
の
一
般
質
問

８
人
の
一
般
質
問

一般質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

８
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
課

題
等
に
つ
い
て
町
の
考
え
方
や
疑

問
を
た
だ
す
の
が
一
般
質
問
で
す
。

　

今
回
の
第
３
回
定
例
会
で
は
８

人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
の

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。

▲ 出席議員のうち議長を除く全員が一般質問に立ちました。

▲ 町民体育館入間分館（旧入間小学校体育館）

　各議員が一礼して議場に入り席に着く。独特の空気が開会の声と
ともに張りつめる。ここからが本番だ。明日の西川のために一年生
議員も大先輩議員も町長と真剣勝負の質疑応答。ただ残念なことに
傍聴者が少ない。「未来の議員候補の中学生にも見せたい」と思い
つつ有意義な時間を過ごすことができた。

※第３回定例会の傍聴者は延べ17人（前回比＋5人）でした。

傍聴席からひとこと  【渡邉孝祐さん／海味】

荒木　俊夫　議員…………………………………　P11
　１　今後の財政運営について

佐藤　光康　議員…………………………………　P12
　１  自宅から目的地へ送迎するデマンドタクシーの導入を
　２　「ケーシーフレーム」の倒産問題について

佐藤　幸吉　議員…………………………………　P13
　１　5000 人を確保できるのか
　２　県立河北病院の計画の影響は

菅野　邦比克　議員………………………………　P14
　１　みどり団地第二期造成事業の開発目途は
　２　０～２歳児の幼保無償化実施を

佐藤　　仁　議員…………………………………　P15
　１　健全な財政と行政改革の推進について
　２　町立病院の今後の方向性について
　３　第６次西川町総合計画について

佐藤　耕二　議員…………………………………　P16
　１　地域コミュニティの存続に向けて

大泉　奈美　議員…………………………………　P17
　１　人口減少対策具体策について

伊藤　哲治　議員…………………………………　P18
　１　人口減少をどう食い止めるのか。（子育て環境面から№ 2）

質問事項（発言順）
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県
立
河
北
病
院
の
経
営

健
全
化
計
画
が
示
さ
れ
、

６
つ
の
診
療
科
と
深
夜
か

ら
早
朝
の
救
急
外
来
の
縮

小
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
る
町
立

病
院
へ
の
影
響
な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

河
北
病
院
の
計
画
を

町
長
は
ど
う
受
け
止

め
て
い
ま
す
か
。

今
後
も
地
域
の
基
幹

病
院
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
医
療
の
拠
点
と

し
て
河
北
病
院
の
体

制
維
持
を
図
る
た
め
、
県

へ
の
要
望
活
動
が
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

西
村
山
地
方
開
発
重

要
事
業
要
望
に
お
い

て
、
県
に
対
し
、
病
院
の

体
制
維
持
と
地
域
医
療
の

充
実
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
病
院
に

対
す
る
地
方
財
政
措
置
の

拡
充
な
ど
に
つ
い
て
、
県

が
国
に
強
く
働
き
か
け
る

よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

８
人
の
一
般
質
問

８
人
の
一
般
質
問

定
住
促
進
を
図
り
人

口
減
少
を
食
い
止
め

る
施
策
が
必
要
で
す
が
、

住
宅
団
地
造
成
の
計
画
は

あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
の
宅
地
造

成
や
町
営
住
宅
建
設

な
ど
で
一
定
の
定
住
確
保

は
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
社
会
情
勢

や
ニ
ー
ズ
な
ど
を
考
慮
し

て
慎
重
に
検
討
し
ま
す

　

６
次
総
後
期
計
画
の
最

重
要
目
標
「
５
０
０
０
人

の
人
口
確
保
」
の
た
め
、

そ
の
道
の
り
を
示
し
、
町

民
と
問
題
点
を
共
有
す
べ

き
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

次
の
質
問
を
し
ま
す
。

人
口
５
０
０
０
人
、

世
帯
数
１
６
０
０
戸

を
確
保
で
き
る
見
通
し
と

自
信
は
あ
り
ま
す
か
。

今
年
８
月
１
日
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
の

人
口
と
世
帯
数
か
ら
単
純

推
計
す
る
と
、
計
画
最
終

の
令
和
５
年
度
に
は
、
世

帯
数
は
目
標
を
達
成
し
ま

す
が
、
人
口
は
５
０
０
０

人
を
下
回
る
と
い
う
厳
し

い
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

産
業
振
興
、
生
活
環

境
対
策
、
地
域
づ
く

り
と
人
材
育
成
の
展
開
を
、

人
口
減
少
対
策
に
ど
う
結

び
つ
け
る
の
で
す
か
。

人
が
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
あ
る
程

度
の
収
入
と
、
住
み
良
い

生
活
環
境
、
地
域
づ
く
り

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人
材

育
成
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
の
施
策
な
ど
を
展
開

し
、
定
住
人
口
の
維
持
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問

問

問

佐藤　幸吉　議員

町長 ５
０
０
０
人
を
確
保
で
き
る
の
か

答

厳
し
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る

答

答

問問 答答

▲ 県立河北病院

町長

県立河北病院の計画の影響は
今後も基幹病院としての
　　　　　　　　役割を求める

▲

こ
れ
か
ら
の
住
宅
施
策
の

ニ
ー
ズ
は
？

▲

無
残
な
姿
を
さ
ら
す

旧
西
部
中
体
育
館

▲

タ
ク
シ
ー
に
デ
マ
ン
ド
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
運
行
す
る
大
江
町

佐藤　光康　議員

旧
西
部
中
学
校
体
育

館
の
無
償
譲
渡
を
受

け
た
ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー
ム

が
倒
産
し
て
か
ら
１
年
以

上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
町
の
財
産
を
使
わ
せ

て
お
い
て
良
い
の
で
す
か
。

町
に
破
産
手
続
き
開

始
の
通
知
が
ま
だ
届

い
て
い
ま
せ
ん
。
町
の
顧

問
弁
護
士
と
や
り
取
り
を

し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は

承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。

町長 解
体
撤
去
を
求
め
る
裁
判
を

慎
重
に
検
討
す
る契

約
に
定
め
る
義
務

を
履
行
し
て
い
な
い

の
で
す
か
ら
、
直
ち
に
契

約
を
解
除
し
、
建
物
の
解

体
撤
去
を
求
め
る
裁
判
を

起
こ
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

裁
判
を
起
こ
す
に
は

議
会
の
議
決
が
必
要

で
す
し
、
関
係
者
と
の
相

談
も
あ
り
ま
す
の
で
、
慎

重
に
検
討
し
ま
す
。

ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー
ム

と
契
約
を
結
ぶ
際
、

会
社
の
登
記
情
報
な
ど
を

町
の
顧
問
弁
護
士
と
確
認
、

検
討
し
た
の
で
す
か
。

６
、
７
年
前
の
こ
と

に
な
り
ま
す
が
顧
問

弁
護
士
と
も
相
談
し
た
と

思
い
ま
す
。

問問

問

答答

あ
る
地
区
の
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
は
、

町
路
線
バ
ス
の
停
留
所
が

遠
く
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

タ
ク
シ
ー
は
片
道
４
０
０

０
円
で
す
。
交
通
手
段
が

な
い
た
め
歯
医
者
に
も
ろ

く
に
通
え
な
い
町
民
が
い

る
こ
と
を
町
長
は
ど
う
思

い
ま
す
か
。

例
え
ば
同
じ
地
域
内

で
運
転
で
き
る
人
が

代
わ
り
に
運
転
す
る
な
ど
、

地
域
の
支
え
合
い
に
よ
る

対
応
が
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。

寒
河
江
市
の
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行

地
域
の
人
口
は
約
５
０
０

０
人
で
西
川
町
の
人
口
と

ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
そ
の
委

託
料
は
約
１
０
０
０
万
円
。

町
路
線
バ
ス
の
委
託
料
は

約
５
０
０
０
万
円
で
す
か

ら
、
一
部
の
路
線
を
廃
止

す
れ
ば
財
政
的
に
も
十
分

可
能
で
は
な
い
で
す
か
。

広
い
面
積
の
中
に
集

落
が
分
散
し
て
い
る

と
い
う
立
地
条
件
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

で
き
る
だ
け
財
政
負
担
の

な
い
方
策
を
検
討
す
る
に

あ
た
り
、
地
域
に
よ
っ
て

は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

導
入
も
含
め
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

問

問答

答

町長

自宅から目的地まで運行する
デマンドタクシーの導入を

公共交通計画策定の中で検討する

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
、
複
数
の
方
を
乗

降
場
所
の
戸
口
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
戸
口
ま
で
片
道
３

０
０
～
５
０
０
円
で
送
迎

し
ま
す
。
町
民
の
最
低
限

の
生
活
を
保
障
す
る
た
め

に
導
入
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

県
全
体
で
公
共
交
通

の
計
画
を
検
討
す
る

方
向
に
な
っ
て
き
て
い
る

段
階
で
す
。
指
摘
さ
れ
た

内
容
も
含
め
て
策
定
に
あ

た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

問答



西川町議会だより 第110号　1415

８
人
の
一
般
質
問

８
人
の
一
般
質
問

０
～
２
歳
も
対
象
に

３
～
５
歳
ま
で
の
幼

保
育
料
無
償
化
が
決

ま
り
ま
し
た
が
、
町
独
自

で
０
～
２
歳
ま
で
も
無
償

化
に
す
る
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。
他
市
町
村
よ
り
早

く
実
施
す
る
こ
と
は
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
、
Ｕ
タ
ー

ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
が
期
待
で

き
、
定
住
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

菅野　邦比克　議員

町長 無
償
化
の
拡
大
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

町長

みどり団地の今後の開発は
時期は明示できない

国
は
10
月
か
ら
先
行

し
て
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
幼
保
育
料
を
無
償
化

し
ま
す
。
町
が
先
行
し
て

0
～
2
歳
児
の
無
償
化
を

実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。仮

に
実
施
し
た
場
合
、

２
歳
ま
で
の
人
数
と

費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
か

り
ま
す
か
。
将
来
の
西
川

町
を
背
負
っ
て
い
く
子
ど

も
や
、
若
い
夫
婦
へ
の
手

厚
い
支
援
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
。

現
在
０
歳
は
５
人
、

１
歳
は
８
人
、
２
歳

は
15
人
で
す
。
費
用
を
仮

に
計
算
す
る
と
２
５
０
万

円
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

毎
年
の
財
源
確
保
が
必
要

な
の
で
、
良
く
検
討
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問

問

答答

佐藤　仁　議員

▲

に
し
か
わ
保
育
園

企
業
的
な
行
政
運
営
と
は

具
体
的
に
ど
う
い
う

こ
と
を
目
指
す
の
で

す
か
。
ま
た
、
町
の
提
案

制
度
は
、
ク
レ
ー
ム
を
含

め
提
案
し
や
す
い
仕
組
み

が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

明
確
な
目
標
を
掲
げ
、

業
務
改
善
の
手
法
で

あ
る
「
Ｐ(

計
画)

Ｄ(

実

行)

Ｃ(

評
価)

Ａ(

改
善)

サ

イ
ク
ル
」
を
ま
わ
し
、
目

標
達
成
を
図
り
ま
す
。
提

案
制
度
は
、
要
綱
の
見
直

し
を
含
め
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

職
員
研
修
の
現
状
は

町
の
将
来
を
担
う
の

は
町
職
員
の
み
な
さ

ん
で
す
。
そ
の
研
修
に
は

お
金
を
惜
し
ま
ず
、
成
果

を
業
務
に
生
か
し
て
も
ら

う
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

年
間
の
職
員
研
修
実

施
計
画
を
策
定
し
、

役
場
内
外
で
の
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

現
場
研
修
も
取
り
入
れ
る

な
ど
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
床

町
内
に
、
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
を
し
な
が
ら
在

宅
復
帰
を
目
指
す
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
人

口
形
態
を
考
え
て
も
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
。

職
員
体
制
や
デ
ー
タ

管
理
、書
類
の
整
備

な
ど
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
項
目
が
あ
り
、調

査
、研
究
し
て
い
ま
す
。

問

問

町長 健
全
財
政
と
行
政
改
革
の
推
進
を

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す

答答

▲ 町立病院に地域包括ケア病床を

▲ 第２期工事の予定地

町長

町立病院の今後の方向性は
充実した医療確保に努める

昨
年
度
、
ベ
ッ
ド
43

床
の
利
用
率
は
約
40

％
で
す
。
仮
に
ケ
ア
病
床

を
10
床
と
し
た
場
合
52
％

と
な
り
、
そ
の
利
用
に
よ

っ
て
経
営
的
に
も
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

町
内
唯
一
の
医
療
機

関
と
し
て
存
続
し
て

い
く
こ
と
が
前
提
で
す

が
、
病
院
は
企
業
会
計
で

運
営
さ
れ
て
お
り
、
収
益

性
を
勘
案
し
な
が
ら
充
実

し
た
医
療
確
保
に
努
め
ま

す
。

問答

問答

上記以外に、こんな質問もしています。
第６次西川町総合計画について
問　新入学児にランドセルのプレゼントを
問　睦合公園リニューアルの年に

開
発
目
途
は

残
り
３
区
画
の
完
売

見
通
し
は
。
販
売
単

価
は
変
え
な
い
の
で
す
か
。

お
知
ら
せ
版
や
村
山

地
域
の
情
報
誌
に
も

掲
載
し
、
早
期
の
販
売
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
目
途
は
あ
り
ま

せ
ん
。
販
売
単
価
を
変
え

る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。

拠
点
地
形
成
基
本
計

画
に
基
づ
い
て
進
め

て
い
く
の
で
す
か
。
平
成

25
年
度
か
ら
第
２
期
工
事

の
計
画
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
、
何
年
度

の
工
事
と
明
示
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

造
成
に
つ
い
て
は
基

本
計
画
に
則
っ
て
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
公
民
館
の
前

を
整
備
対
象
と
し
て
い
ま

す
が
、
時
期
を
明
示
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
２
期
工
事
計
画
か

ら
６
年
も
経
過
し
て

い
ま
す
。
地
権
者
に
も
誠

意
あ
る
話
を
し
て
く
だ
さ

い
。

機
会
を
捉
え
て
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す

問

問問 答答

答
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維
持
管
理
は

県
道
・
林
道
な
ど
の

草
刈
り
作
業
や
水
路

な
ど
の
維
持
作
業
が
、
人

口
減
少
に
よ
り
、
近
い
将

来
厳
し
く
な
り
ま
す
。
そ

の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
内
の
森
林
の
管
理

体
制
の
方
向
性
は
、

町
有
林
運
営
委
員
会
小
委

員
会
で
検
討
し
ま
す
。

　

各
地
区
の
水
路
の
維
持

管
理
は
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
や
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
制
度
を

導
入
し
な
が
ら
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し

た
制
度
を
有
効
に
活
用
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

８
人
の
一
般
質
問

８
人
の
一
般
質
問

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

町
は
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
構
想
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
の

か
、
地
域
づ
く
り
交
付
金

の
あ
り
方
も
含
め
町
長
の

明
確
な
見
解
を
求
め
ま
す
。

モ
デ
ル
地
区
の
大
井

沢
や
吉
川
の
み
な
さ

ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い

て
検
討
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
地
域
づ
く

り
交
付
金(

仮
称)

の
今
後

の
対
応
も
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

構
想
の
認
知
度
は

町
民
の
方
々
は
、
地

域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

構
想
を
ど
の
程
度
認
識
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

そ
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
ま
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ

く
り
の
話
し
合
い
の

中
で
議
論
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
広
報
紙
な
ど
で
周

知
し
て
い
ま
す
が
、
各
地

域
で
の
話
し
合
い
の
方
が

よ
り
重
要
と
考
え
ま
す
。

問

佐藤　耕二　議員

答

町長

地域コミュニティの存続に向けて
地域主体の合意形成を

問

答

　

人
口
の
急
減
に
よ
る
過

疎
化
と
高
齢
化
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
衰
退

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
地

域
の
集
合
体
で
あ
る
町
は

今
後
ど
の
よ
う
な
舵
取
り

を
し
て
い
く
の
か
、
次
の

質
問
を
し
ま
す
。

町
内
会
の
合
併

町
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自

主
性
に
任
せ
る
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
「
合
併

補
助
金
」
を
設
置
し
て
積

極
的
に
関
与
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

地
域
組
織
の
合
併
を

含
む
再
編
な
ど
は
、

町
が
積
極
的
に
関
与
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
地
域
の
主
体

性
に
よ
り
合
意
形
成
を
図

っ
た
上
で
、
対
応
を
進
め

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

　

町
は
「
移
住
定
住
対
策

と
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く

り
」
は
重
要
政
策
と
し
て

い
ま
す
。
多
方
面
か
ら
心

配
す
る
声
が
あ
る
こ
と
か

ら
見
解
を
聞
き
ま
す
。

就
農
支
援

新
規
就
農
や
移
住
し

就
農
さ
れ
て
い
る
方

へ
の
支
援
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

平
成
24
年
度
か
ら
30

年
度
ま
で
新
規
就
農

者
は
６
人
お
り
、
そ
の
内

３
人
が
移
住
さ
れ
た
方
で

す
。
支
援
策
は
国
の
制
度

と
し
て
年
間
１
５
０
万
円

を
５
年
間
交
付
し
、
移
住

し
た
新
規
就
農
者
に
は
、

住
宅
支
援
策
と
し
て
月
２

万
５
０
０
０
円
を
２
年
間

交
付
し
て
い
ま
す
。

資
金
な
ど
の
支
援
以

外
に
ソ
フ
ト
面
で
の

支
援
策
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

西
川
町
農
業
担
い
手

育
成
協
議
会
を
26
年

に
設
立
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
14
人
で
、

情
報
交
換
や
農
協
の
青
年

部
と
連
携
し
た
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

問

問

大泉　奈美　議員

町長 具
体
的
な
人
口
減
少
対
策
は

答

各
地
区
の
意
見
を
聞
き
、支
援
な
ど
を
検
討
す
る

答

集
落
支
援
制
度
の
連
携

地
区
を
連
携
し
た
集

落
支
援
制
度
の
あ
り

方
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
に
長
い
歴

史
と
財
産
が
あ
り
、

厳
し
い
で
す
が
、
今
後
お

互
い
が
手
を
と
り
あ
え
る

部
分
が
あ
れ
ば
可
能
と
考

え
ま
す
。

集
落
支
援
員
は
、
町

に
住
所
の
な
い
方
で

も
地
区
の
み
な
さ
ん
が
認

め
れ
ば
可
能
で
す
か
。

今
後
の
町
長
と
語
る

会
の
中
で
、
各
地
区

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

配
布
し
て
い
ま
す
が
、

自
主
防
災
組
織
と
町
と
の

連
携
は
十
分
で
す
か
。

訓
練
の
必
要
性
を
呼

び
か
け
な
が
ら
、
町

民
の
安
全
安
心
の
た
め
の

対
策
を
連
携
し
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

答 問問 答

問問 答答

▲ 入間地区で実施された防災訓練

▲ 入間のそば畑

問

▲ 大井沢地域づくりフォーラムで
　　　地域づくりセンターについて説明

▲

小
型
除
雪
機
を
改
造
し
た
草
刈
機
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７
つ
の

　
事
務
事
業
を

　
　
評
価
し
ま
す

子
育
て
支
援
の
特
長
は

「
子
育
て
す
る
な
ら

西
川
町
で
」
と
言
え

る
町
と
し
て
の
施
策
に
は

何
が
あ
り
、
何
を
誇
れ
る

の
で
す
か
。

５
歳
児
健
診
や
２
歳

未
満
児
の
紙
お
む
つ

購
入
費
助
成
、
自
前
の
給

食
体
制
に
よ
る
食
の
安
全

の
確
保
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
小
中
一
貫
教

育
「
西
川
学
園
構
想
」
に

よ
る
幼
少
期
か
ら
継
続
し

た
相
談
体
制
の
確
保
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本

町
な
ら
で
は
の
取
組
み
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

公
設
民
営
の
学
習
塾
を

子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
施
策
の
一
環
と

し
て
、
公
設
民
営
に
よ
る

「
西
川
塾
（
仮
称
）
」
を

設
置
し
、
保
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

中
学
校
で
は
、
主
要

教
科
の
教
員
２
人
体

制
に
よ
る
指
導
に
加
え
、

学
習
生
活
指
導
補
助
員
を

２
人
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
に
は
、
国

な
ど
の
補
助
事
業
に
よ
り

放
課
後
や
長
期
休
業
中
の

学
習
支
援
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
新

た
な
塾
の
設
置
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

給
食
費
の
全
額
助
成
を

急
激
な
人
口
減
少
の

中
、
子
ど
も
た
ち
の

数
が
極
端
に
減
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
学
校
給

食
費
を
全
額
助
成
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

平
成
30
年
度
か
ら
児

童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
学
校
給
食
費
の
半

額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

憲
法
に
基
づ
く
義
務
教

育
の
無
償
と
は
、
教
育
に

必
要
な
一
切
の
費
用
ま
で

無
償
に
す
る
と
解
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
の
最
高

裁
判
例
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今

後
も
学
校
給
食
費
の
半
額

助
成
を
継
続
し
ま
す
。

常任
委員会
報告

路線バス事業に要する経費
事業担当：町民税務課
評価担当：総務厚生常任委員会

スクールバス運行に要する経費
事業担当：学校教育課
評価担当：総務厚生常任委員会

空き家対策事業
事業担当：総務課
評価担当：総務厚生常任委員会

月山のめぐみ総合産業活性化事業
事業担当：産業振興課
評価担当：産業建設常任委員会

公園の維持管理に要する経費
事業担当：建設水道課
評価担当：産業建設常任委員会

地域情報通信基盤管理運営事業
事業担当：政策推進課
評価担当：総務厚生常任委員会

西川四季まつり事業
事業担当：商工観光課
評価担当：産業建設常任委員会

　町民の安全安心な公共交通
の確保を図る路線バスの運行を
どのように実施しているのか評
価します。

　保育園児の通園や小中学生
の通学のためのバスの運行をど
のように実施しているのか評価
します。

　著しい人口減少に伴い増え続
ける空き家の対策をどのように
実施しているのか評価します。

　総合産業の基盤強化のため、
どのような事業を実施し、どの
ような成果が得られたのか評価
します。

　町内の11の公園について、適
切に管理（または管理委託）さ
れているか、各公園の必要性も
含め評価します。

　町内全域に整備された光ファ
イバー網を有効に活用している
かどうか評価します。

　通年観光誘客を図るために
実施されるリーディングイベント
のあり方とその事業補助につい
て評価します。

　

９
月
５
日
、
各
常
任
委
員
会
で

行
政
評
価
（
事
務
事
業
評
価
）
の

調
査
項
目
を
選
定
し
ま
し
た
。
同

27
日
に
は
担
当
課
の
自
己
評
価
内

容
の
聴
取
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
議
員
自
ら
評
価
を
行
い
、

議
会
と
し
て
評
価
書
を
ま
と
め
、

町
長
に
提
出
し
ま
す
。

▲ 給食おいしいよ！

▲ 定住促進住宅

８
人
の
一
般
質
問

　

町
長
は
、
今
年
度
の
施

政
方
針
で
「
今
ま
さ
に
将

来
を
見
す
え
た
各
自
治
体

の
力
量
が
試
さ
れ
る
時
代

で
あ
り
、
本
町
の
持
続
可

能
性
が
問
わ
れ
、
も
は
や

課
題
の
先
送
り
は
許
さ
れ

な
い
待
っ
た
な
し
の
状
況

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
が
、
改
め
て
、
子
育
て

環
境
の
充
実
面
か
ら
質
問

し
ま
す
。

転
出
抑
制
の
方
策
は

年
間
12
世
帯
31
人
程

度
の
人
口
減
少
抑
制

を
目
標
に
転
出
の
抑
制
を

図
る
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
方
策
で
取
り
組

み
ま
す
か
。

転
出
の
多
く
は
、
婚

姻
、
就
学
、
就
職
の

機
会
に
よ
り
ま
す
。
そ
の

対
策
と
し
て
は
、
若
者
向

け
の
住
宅
な
ど
の
整
備
や
、

若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

伊藤　哲治　議員

答

町長

人口減少をどう食い止めるのか
住宅整備や雇用の創出を行う

問

答

答

問答

▲ 空き家の解体後の状況

▲ 光ファイバー網を活用している
　 テレビ共聴アンテナ

▲ 月山のめぐみシール付き商品
　（月山こくわ） ▲ 国道沿いの睦合公園

▲ 今年の菊まつりは10月25日から

▲ スクールバスで通学する中学生

▲ 小山バス停（1日にデマンド2便のみ）
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議会の傍聴に
おこしください

議会の動き議会の動き

全
国
ト
ッ
プ
10
の
取
組
み
を
学
ぶ

　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

で
は
、７
月
18
日
と
19
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
、議
会
広

報
に
関
す
る
先
進
地
へ
の

行
政
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

宮
城
県
利
府
町
議
会

　

利
府
町
議
会
の
発
行
す

る「
り
ふ
議
会
だ
よ
り
」は

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
９
年
連
続
ト
ッ
プ
10

と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を

持
っ
て
い
ま
す
。

誰
の
た
め
の
開
催
？

　
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く

「
町
民
の
み
な
さ
ん
の
た

め
」で
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

議
会
活
動
に
対
す
る
意
見

や
、町
政
に
対
す
る
提
言

な
ど
を
お
聞
き
し
、そ
れ
ら

を
議
会
活
動
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

理
想
と
現
実

　

目
的
は
前
述
の
と
お
り

で
す
が
、今
回
の
参
加
者
数

や
議
会
への
厳
し
い
ご
意
見

な
ど
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
、町
民
の
み
な
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
と
大
き
な
隔
た
り

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
問
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。

広
報
公
聴
常
任
委
員
会 

行
政
視
察
研
修

まちの行く先を決める場 議場で行う本会議や特別
委員会はインターネット
で中継しているほか、過
去の映像を視聴すること
もできます。ぜひご覧く
ださい。

　

広
報
紙
づ
く
り
に
あ
た

っ
て
は
、
中
学
生
に
も
分

か
る
言
葉
を
使
う
と
い
う

配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、文
章
や

見
出
し
、余
白
の
割
合
を

決
め
て
余
裕
の
あ
る
紙
面

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、議
会
を
傍
聴
し

な
い
住
民
に
対
し
て
も
同

程
度
の
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
指
す
と
い
う
点

は
本
町
と
同
じ
で
あ
り
、大

い
に
共
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

次回定例会は
12月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（12月2日からの予定）

たくさんのご意見を
いただきました

町民と
議会の

対話の集い

宮
城
県
川
崎
町
議
会

　

川
崎
町
議
会
の
発
行
す

る「
カ
ワ
サ
キ
議
会
情
報

便
」は
、昨
年
度
の
町
村
議

会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、３

年
連
続
で
全
国
ト
ッ
プ
10

に
輝
い
て
い
ま
す
。

　

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、町

民
に
親
し
ま
れ
、か
つ
見
や

す
い
紙
面
づ
く
り
を
基
本

に
専
門
用
語
を
な
る
べ
く

避
け
、分
か
り
や
す
い
表
現

方
法
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、議
会
広
報
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
、

議
員
自
ら
が
町
民
の
お
宅

を
訪
問
し
、聴
き
取
り
を

行
う
取
組
み
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
強
い
意
気

込
み
に
委
員
一
同
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

研
修
の
成
果
を
形
に

　

今
回
の
研
修
で
得
ら
れ

た
成
果
を
十
分
に
生
か
す

た
め
、従
来
か
ら
の
慣
例
も

含
め
今
後
の
広
報
紙
づ
く

り
に
必
要
な
方
針
な
ど
を

き
ち
ん
と
明
文
化
し
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
今
回
の
１

１
０
号
か
ら
紙
面
の
刷
新

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、町
民
の
み
な
さ

ん
か
ら「
手
に
取
っ
て
も
ら

い
、開
い
て
も
ら
い
、読
ん
で

も
ら
え
る
」議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
７
月
下
旬
の
６
日
間
の
う
ち
に
６
つ
の
地
域

と
３
つ
の
団
体
の
計
１
２
１
人
の
み
な
さ
ん
と
対
話
の
集

い
を
開
催
し
、
多
く
の
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
詳
し
い
内
容
に
関
し
て
は
「
実
施
報
告

書
」
を
作
成
し
、
町
内
全
域
で
隣
組
回
覧
を
し
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
今
回
の
対
話
の
集
い
を
ふ
り
返
り
、

今
後
の
取
組
み
方
法
の
考
え
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ 文字が少なくスッキリとしたレイアウト（りふ議会だより）

▲ 議場での研修（川崎町）

議
会
と
し
て
の
姿
勢

　

議
員
に
と
っ
て
も
、対
話

の
集
い
を
開
催
す
る
こ
と

が
先
行
し
て
、町
民
の
み
な

さ
ん
と
ど
の
よ
う
な
意
見

交
換
を
行
い
た
い
の
か
と
い

う
、議
会
と
し
て
の
目
的
の

共
有
が
き
ち
ん
と
で
き
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
ど
う
す
る
？ 

　

今
年
と
来
年
で
町
内
全

地
域
を
訪
問
す
る
予
定
で

す
の
で
、来
年
も
今
年
と

同
じ
く
各
地
域
や
団
体
の

方
々
か
ら
ご
意
見
な
ど
を

う
か
が
う
予
定
で
す
。

　

た
だ
し
、集
い
の
運
営
方

法
に
つ
い
て
は
、例
え
ば
、議

員
を
含
む
参
加
者
全
員
を

い
く
つ
か
の
小
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
意
見
交
換
を
行
な

っ
た
り
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル

事
業
を
検
討
し
た
り
と
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、

創
り
上
げ
る
よ
う
な
形
で

の
開
催
が
望
ま
し
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

日時【７月】 会場（集まっていただいた方々） 参加者数 担当
22日 ( 月 )19:00 ～ 大井沢交流促進センター（大井沢区） 11人 1班
23日 ( 火 )19:30 ～ 本道寺地区集会センター（本道寺町内会、月岡町内会） 10人 2班
24日 ( 水 )19:00 ～ 沼山地区集会センター（沼山区、原区） 24人 1班
24日 ( 水 )19:00 ～ 高齢者コミュニティセンター（水沢区） 11人 2班
25日 ( 木 )19:00 ～ 海味公民館（海味区） 19人 1班
25日 ( 木 )19:30 ～ 睦合公民館（睦合区） 15人 2班
30日 ( 火 )14:00 ～ 西川町役場（商工会女性部） 7人 全議員
31日 ( 水 )10:00 ～ 西川町役場（農業担い手育成協議会） 8人 全議員
31日 ( 水 )13:30 ～ 西川町役場（老人クラブ連合会女性部） 16人 全議員

班 担当議員氏名
1班 古澤俊一、佐藤幸吉、菅野邦比克、佐藤光康、荒木俊夫
2班 佐藤耕二、伊藤哲治、大江葊康、大泉奈美、佐藤仁

開催日時及び参加者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（合計121人：議員を除く）

担当議員の班編成

議会全員協議会
■9月4日　 カヌー1000mコース整備ほか

議会運営委員会
■8月19日　第３回定例会の運営

総務厚生常任委員会
■7月29日　所管事務調査
■9月5日　 合同行政視察研修項目協議
■9月27日　事務事業評価ヒヤリング

産業建設常任委員会
■8月27日　所管事務調査
■9月5日　 合同行政視察研修項目協議
■9月27日　事務事業評価ヒヤリング

広報公聴常任委員会
■7月18～19日　行政視察研修（宮城県）
■8月9日　 議会広報紙面刷新検討
■9月5日　 110号編集会議
■9月18日　入稿前編集会議
■9月26日　第１回校正
■10月1日　第２回校正
■10月４日　第３回校正
■10月８日　第４回校正、校了

決算特別委員会
■9月2日　 決算説明、質疑（特別会計、企業会計）
■9月6日　 決算説明、質疑（一般会計）
■9月9日　 決算説明、質疑（一般会計）
■9月10日　決算説明、質疑（一般会計）
■9月11日　付託案件の審査、採決
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～議会だより１０９号の
               アンケートより～

　知りたい! 聞きたい!
　読者モニターの広場

【補正予算案の質疑の記事を読んで】
　幼児教育無償化に伴うシステム改修の内容が全然分からなかった。

【佐藤耕二議員の一般質問を読んで】
　通院されている、自力で移動（歩ける）方の話です。近くの店で買い物をしたりしてい
るとのことでしたが、ずっと待たなければならない方は本当に大変だと思います。本調子
でない方などは少しでも早く休みたいと考えていらっしゃるでしょう。良い方向で進んで
ほしいと願っています。

　西川町議会では 10 名の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願い
しています。アンケートにより寄せられたご質問やご意見には、きちんとお答
えするよう心がけています。読者モニター以外の方でも、議会や議会だよりに
ついて「知りたい！聞きたい！」という場合は、お気軽にお問い合わせください。

　担当課の回答を聞いた正直な印象としては、積算の詳細について担当課でもきちんと理
解できていないのではないかということでした。システム関係の経費がどれも高額になっ
ていることを議会でも注視しています。これからも疑問な点を町に確認していきます。

ファクシミリ　７４－２６０１
メール　giji@town.nishikawa.yamagata.jp

ご感想を

お寄せくだ
さい

Ｗ．Ｎさん

Ｈ．Ｇさん

編
　後
　集
　記

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　
　

長　

古
澤　

俊
一

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　

大
泉　

奈
美

　

副
委
員
長　

佐
藤　

光
康

　

委　
　

員　

大
江　

葊
康

　

委　
　

員　

菅
野
邦
比
克

　

委　
　

員　

佐
藤　
　

仁

　町立病院でのバスの待ち時間に関しては、今すぐにでも改善すべきものです。今後も町
の対応を求めていきたいと思います。

　確かに、それだけで人口増加につながるものではありません。様々な子育て支援策を組
み合わせて実施し、それでもすぐに増加ということは難しいでしょう。ただ、子育てに適
した町として選ばれるためには、取り組まなければならないことだと考えます。

Ｋ．Ｉさん

【伊藤哲治議員の一般質問の記事を読んで】
　保育料の無料化など近年よく言われていますが、どうかと思う。無料にしても
人口は増えないと思われます。

西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。

　

宮
城
県
の
利
府
町
と
川
崎

町
を
視
察
し
て
、
い
ろ
い
ろ

と
驚
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。

議
員
の
質
問
を
よ
り
わ
か
り

や
す
く
と
、
表
や
写
真
な
ど

を
掲
げ
な
が
ら
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
備
え
て
あ
っ
た
り
、

議
会
だ
よ
り
の
議
員
一
人
ひ

と
り
の
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
が
あ
っ
て
、
そ
れ

を
使
え
ば
す
ぐ
に
そ
の
議
員

の
質
問
が
ス
マ
ホ
で
見
ら
れ

た
り
。

　

一
番
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、

私
の
町
の
議
会
だ
よ
り
を
み

て
、
い
き
な
り
、
こ
れ
で
は

町
民
は
見
な
い
で
す
よ
、
と

断
言
さ
れ
た
こ
と
。

　

わ
が
町
の
議
会
だ
よ
り
の

改
革
は
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
あ
る
。
今
回
を
そ
の
一
歩

に
し
た
い
。（
佐
藤　

光
康
）


